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将来見通しに関する注意事項

このプレゼンテーション資料に記載されている当社業績見通しは、

現時点で把握している情報に基づき、当社が判断したものです。

実際の業績は、今後の経済動向、市場の需要、為替レートの変動、

税制や諸制度など、様々なリスクや不確定要素に左右されます。

従いまして、実際の当社業績は見通しと異なる結果になる場合が

あることを、あらかじめご了承下さい。

投資に関する 終決定は、上記の点を踏まえ、投資家の皆様ご自身
の判断で行われるようお願いします。

当プレゼンテーション資料に掲載された情報に全面的に依拠して

投資判断を下されることはお控えくださいますようお願いします。
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不適切会計事案について
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この度は当連結会計年度に判明しました北米子

会社の不適切な会計処理に伴う第1四半期決算発

表の遅延に関し、株主・投資家の皆様をはじめ、市

場関係者及び取引先の皆様には多大なるご迷惑と

ご心配をおかけいたしましたことを心よりお詫び申し

上げます。

二度とこのような事態を起こさないように、今後

は、当社及びグループ会社のコンプライアンス強化

と再発防止策を徹底し、皆様のご期待に沿えるよう

努めて参ります。
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前年同期実績比 公表値比

’20/3期
上期実績

’19/3期
上期実績

増減 増減率 ’20/3期
上期公表値

増減 増減率

売上高 523 564 △40 △7.2% 540 △16 △3.0%

営業利益 16 22 △6 △27.6% 16 0 0.1%

経常利益 14 21 △7 △34.4% 16 △1 △11.9%

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
9 13 △4 △30.8% 10 △0 △8.1%

2020年3月期 第2四半期 決算の概況 ＜連結＞

（単位：億円 以下切り捨て）
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為替レート
109円/＄
121円/€

110円/＄
130円/€

－ －
110円/＄
125円/€

－ －

これまでの
第２四半期

高業績

571
（'18/3期）

36
('18/3期)

37
('18/3期)

26
（'18/3期）

大豊岐阜合併による償却方法変更により

約４億円の減益（今期限定）



2020年3月期 第2四半期 製品別売上高 ＜連結＞
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軸受 システム製品 ダイカスト製品 ガスケット製品 設備・金型

前期 今期

△27

+4

△5

+4
△15

・中国市場向け減
・カーエアコン用軸受減

・バキュームポンプ、樹脂ギヤ増
・足回り部品 減

・国内ガスケット 増

カッコ内は構成比率:%

（42.7）
（40.7）

（16.1） （18.2）
（8.9） （8.6）

（14.1） （16.1） （14.2） （12.3）

・カムハウジング 減

（億円）

・設備、試作減

中国市場の減速により、軸受製品が減

モデルチェンジ需要減により設備が減、試作が受注減



2020年3月期 第2四半期地域別売上高 ＜連結消去前＞
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（億円）

・バキュームポンプ、
・カーエアコン用コンプレッサ軸受 増
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前期 今期△33

+2 △11
△3

△2

・設備、試作 減
・中国向けカーコンプレッサ用軸受 減
・ダイカスト製品 減

軸受、ガスケット 減

中国市場減速により国内、中国が売上減

その他の地域はおおよそ前年並み



売上増減の主な要因（前期比） ＜連結＞
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新型エンジン拡大により14億円増収したが、

中国、欧米市場の低迷による軸受等の減、およびモデルチェンジが

一段落したことによる設備事業の減により40億円減収

（億円）



経常利益増減要因（前期比） ＜連結＞
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7.5億円減益

14.3

原
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格
の
変
動

経営努力
+3.5

その他増減
△11.0

部品 △6
設備△5

合理化推進、労務費および経費低減により3.5億円増益したが、

大豊岐阜合併による減価償却費 4億円の増と、

販価改定等による利益減を吸収しきれず7.5億円の減益



為替レート
110円/＄
125円/€

110円/＄
128円/€

－ －

2020年3月期通期業績予測 ＜連結＞

通期予想 前年同期比

’20/3期
通期予測

’19/3期
実績

増減 増減率

売上高 1,100 1,134 △34 △3.0%

営業利益 33 48 △15 △31.5%

経常利益 32 47 △15 △32.0%

親会社株主に帰属する
四半期純利益 22 26 △4 △28.7%
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※

（単位：億円 以下切り捨て）

当初の予測値から変更無し
下期も厳しい状況が続くと予測するものの、
固定費削減を中心に収益体質の強化を推し進める



株主還元
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期末配当 中間配当 配当性向

× ×

１株当たり配当の推移

39 43 45

（円/株）

32

（％）

大豊岐阜合併の影響、
を除外した配当性向

30
×

30％（訂正前） 30％（訂正前）

配当性向30％を基準に株主様へ還元する

中間配当15円は配当性向47.4％となるが、大豊岐阜合併の影響
を除外すると、従来どおり30％レベル
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トライボロジー

「守り」で「攻め」で既存製品拡大と新領域へチャレンジ
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ＶＩＳＩＯＮ２０２５

守り 攻め



守り
既存製品/仕事のやり方を変える 新領域/新製品へのチャレンジ
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・ 適仕様を提案する
エンジニアリングサポート

・中国市場への軸受拡大
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「守り」と「攻め」の拡販製品 売上高予測

（億円）

守り
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ダイカスト製品

を皮切りに、電

動化製品を提案

中国市場、欧米

市場へ拡販、軸

受をシェアアップ
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守り

攻め
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既存製品/仕事のやり方を変える
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組付変形⇔フレッチング

クランク曲げ⇔片当たり

試作

単体試験軸受設計

要求分析

エンジン試験

車両試験

システム検討

INPUT情報（エンジン諸元・モデル等）

システム不具合予測

・疲労 ・油量不足
・片当り ・ﾌﾚｯﾁﾝｸﾞ…

システムを含めた軸受提案
・材料選定 ・軸受設計改善
・システム構造/潤滑提案

ブラッシュアップ

適仕様で試作供試

確認評価

確認評価

適仕様を提案するエンジニアリングサポート

守り

・ＭＢＤ（モデルベース開発）にて、お客様の開発品質向上 に貢献
・開発の不具合を撲滅し、開発リソーセスを低減

PS AS FSRS
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販売台数／年

(万台)

当社のグローバルな位置付け ＝エンジン用軸受シェア＝

日系メーカーだけでなく、中国系や欧米系への営業活動を展開

⇒中国市場では信頼性・コストで提案 20

国
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北
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2018年

80%

大豊

20％

グローバルシェア



既存製品/仕事のやり方を変える
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エンジン用軸受の新規立上げ計画（ＴＣＹ）

'20年以降、日系・欧米系メーカーをはじめ民族系メーカー

に向けてエンジン用軸受の受注増が見込まれる

日
系
・
欧
米
系

民
族
系
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2019 20212020 2022
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2.0Ｌ
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2023

量産開始

守り

（年）

中国市場への軸受拡大
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既存製品/仕事のやり方を変える

エンジン用軸受の新規製品と、市場の回復により、
2020年以降中国向け売上高の増加を見込む
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内燃機関車
ガソリン、ディーゼル
ＨＥＶ、ＰＨＥＶ

ＮＥＶ
（万台）

ＴＣＹ売上高

（年）

2,450万台

2,900万台
3,000万台

中国新車販売台数

守り

中国市場への軸受拡大

国6ａ
（排ガス規制）

国6ｂ
（排ガス規制）

エンジン⽤
軸受シェア2018年

大豊

12％

88%

2025年

75%

大豊

25％
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新領域/新製品へのチャレンジ
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シール

軸 受

樹脂成形

モーター
コンバータ
インバータ

燃料電池

圧接・めっき技術

電磁波遮蔽樹脂
⾼減衰樹脂(NV対策)

抄造技術
樹脂ｲﾝｻｰﾄ技術
⾼減衰樹脂(NV対策)

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ技術
しゅう動材料技術

シール技術 シール技術シール技術

電極、ケーシング
・銅粉末焼結技術
・圧接・めっき技術

樹脂ｲﾝｻｰﾄ技術

バッテリー

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ技術
しゅう動材料技術

セパレータ
メタルシール技術

樹脂ｲﾝｻｰﾄ技術
強度計算解析技術

⼤
豊
グ
ル

プ
コ
ア
製
品

熱ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(冷却)
・薄⾁空冷フィン
・⾼熱伝導/放熱材料

システム

ダイカスト

新規事業を加速するため「Ｇ－ＴＳＲ推進室」を新設

熱ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(冷却)
・油冷システム最適化

熱ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(冷却)
・熱解析技術
・空冷⽤電動ファン

流体制御技術
異材接合
薄⾁、軽量化

攻め

コア・コンピタンスによる電動化対応



新領域/新製品へのチャレンジ
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モーター PCU

EV用電池FCV用電池

攻め

コア・コンピタンスの深化
で新製品を創出

冷却

材料

ＮＶ低減
シール

軽量化

従来の領域



新領域/新製品へのチャレンジ

26

圧接

コーティング

抄造

抄造

パウダー

焼結

ガスケット

アルミ
ダイカスト

ＰＣＵの熱マネジメント、ＮＶ（騒音振動）対策等、
大豊グループの保有技術でお客様へ提案

攻め

PCU適用アイテム 【東京モーターショー2019で展示】

コア・コンピタンスによる電動化対応

※PCU＝パワーコントロールユニット
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（

日本 北米 欧州 アセアン中国・韓国

システム製品
ダイカスト

ガスケット製品

軸受製品

造機造型

「守り」と「攻め」の計画（～2025年）

2018年度

「守り」と「攻め」で グローバル市場への拡販と
新製品・新事業を着実に推進していく

連結売上高計画

（億円）

（年度）

日本 北米 欧州 アセアン中国・韓国

2025年度計画

ガスケット製品

造機造型

日本 北米 欧州 アセアン中国・韓国
軸受製品
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守り 攻め
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ご清聴ありがとうございました。


